
懐城水試試報，昭和46年度（1972）」

茨城県沿岸域における海況の季節変化

について（特に大洗正東海域）一山㌦¶Ⅰ

久　保　　治　　良

－17…

本県沿岸域（特に大洗正東）に於ける海洋観軌は，別表にみるとおり1920年以降実施されてい

るが大正年代から昭和の初期にかけては欠軌年，欠測月が多く，計画的に観測され始めたのは1955

年以降である。しかるに太平洋戦争勃発のため，観測が中止された0終戦後も諸般の事情により観測

の再開が遅れ．1950年頃からようやく軌道に乗ってきた。しかし当時の観測は毎月観軌ではなく2

ケ月に1回とか5ケ月に1回といったもので本格的に毎月親御がをやれるようになったのは異常冷水

年の19占う年以降であわ，19d4年には漁海況予報事業が国策としてとカあげられ，海洋観軌も

国の補助事業として発展し現在に致っている。前記のどとく観測資料は充分とは言えないまでもかな

わの畳が蓄積されておれ輩者はこれ等全資料（別表）の水温値を月毎に平均し．それを基に分析を

試みて本県沿線域に封ける海況について幾つかの知識を得たのでここに報告するや

本報告に先立ち種々の御教授を下さいました東北海区水産研究所黒田隆哉海洋部長，東海区水産研

究所上原進海洋部第一研究室長，本報告の校訂を御脆いした北海道大学水庫学部秋葉芳雄助教授，当

水試斉藤不二彦場長に深く感謝いたしせす。叉怒矧て当り憎しみをい協力をして下さった当場桝崎正

技師に厚く御礼申し上げます。
0

1　大洗線全体としての季節変化

垂者は以前平均水温の季節変化に

ついて報告した（19占9年）が，

この時に使用した資料は19占5年

から1968年手での占年間のもの

で，今回の場合より結果的には幾分

異なった部分も出て来ている。

大洗線全軌点の各盾平均水温の季

節変化をみると（図1）睾者が以前

指摘した（1989年）ように最大

値は水操が深くなるに従って出現の

月が遅れ，振巾も小さくなっている。

この事については金華山沖の海況で

増沢（1954年）がすでに，下層
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図1平均水温季節変化

〔図中の数字は深さ）
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〔表1〕

平均水温層別，極大，極小出現の月

極区 分
極 小 極 大 極 小 極 大 極 小 極 大 極 小 極 大

0 2 勾 配 ィ、 8

1 0 2 5 勾配小 4 ・勾 配 小 9

2 5 丁 2 5 4 勾 配 」、 9

5　0 2 5 4 勾配 ／J＼5 占 1 0

1 0　D 2 5 勾 配 小 ‘ 勾 配 小 1 1

1 5　0 2 5 勾 配 小 る 8 9 1 1

l　 2 0 8
2 5 d 8 9 1 2

程極値の起時は遅れ振巾は滅少していると指摘してお力又藤森ら（1969年）は一般に夏から秋に

かけての下層の昇温のtime血相が熱伝導ある叫は対流にもとづく傾向をうかがわせていると報告

している0層別の極大・極小出現月をみると（表1）最大値は前述のととくであれ最小値は表層で

は2月0中下層（25～200m）では‘月に現れる○中層に掛ハては2月から占月の間に小さな振

動が詰められる0この振動七っいて推論すると2・5月項の上層水温最低期には須臨（1953年）

が述べているように上下層間の密度差が最小となり渦動や対流が深所まで発達する0従って熱は深層

まで伝わカ易く・5月の表層の昇艶はそのまま中下層に極大値となって表われる○その後表面の加熱

によカ対流層内に弱レ偲慶勾配が除々に発達し・表層は昇温するが中下層は降温の傾向にある。これ

（衰　2〕

層別海況期区分陀おける出現月

層　　　　　　 瑚 水 温 上 昇 期 水 温 下 降 期 水 温 変 動 期

上 層 （8 ～ 1 り 2　～ 8 8　～ 2

中 層 （2 5～1 0 0 ） d ～乳 1 0．1 1 鼠 1 0．1 1へ．・2 2　～　 占

下 層 （150～ 200 ） 占・－1 2 1 2 ～ ‘

は冷水の移流効果による

ものであろう0しかしこ

の北からの冷水の移流時

期は年にエわすれがあれ

これを平均したため小さ

を振動が出て来たもので，

この時期にかなり複雑を

海況変化が起っているの

では紬だろうか0以上のことをまとめると本県沿岸の水温状態から2つ又は5つの期に分けられる。

次に水温の鉛直方向での年間変動をみると（図2）10月頃から混合層が準遷して来て2，5月に

は混合層が最も厚くなる●その後加熱によって浪合届内に弱い温度勾配が徐々に発達し，季節の進行

と共に混合層の厚組表層から減じてゆく・こうして夏季には成層をなすように覆れ再び秋季に入

れ冷却がはじま♪表面水温が下がれ密度が増すので自然対流によって混合が起少，表層から混合

郎出来始めioと‾匂状態をもっ－とわか帽くするため各月の各鯛の勾配（諾）をみると（図5）上層
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図2　平均水温イソブレット

（図中の数字は温度）
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図5　層別平均水温勾配の各月変化

【19－－

（0～25机）では8

月が最大の勾配をもち

水深が深くなるに従っ

て最大の出現月が遅れ

勾配も小さくなってい

る。これは水温の場合

と全く同様である。し

かし15　0～200刑

では勾配は殆んど一定

してお桂を・108

が20～40の間であ

る0上層にかいては

10～4月に逆転層が

みられる0平均勾配は

8，9月が最大で成層

が一一一番発達する事を示

唆し，1～5月が最小

で混合僧が厚い卓を示

している。熱エネルギ

ーの変化をみるために

D～200町届の積算

平均柚射200TdE）
の年変化（図4）をみ

ると最低が‘月，最高

が10月に現われる。

従って初夏には冷水の

張力出しが強く，秋に・

は暖水の流入が強いと

とを示唆しており水温

イソブレット（図2）

と対比してみるとなお

明確である。このこと

については増沢



（1954年）が金華山沖の海況で4月に最低，11月に最高が現われ・従ってこれは大気との熱変

換の地に春季には冷水塊が，秋から初冬にかけては暖水塊の流入が強いことを暗示するものであると

結論づけたのと一致する0又藤森ら（1989年）は董者と同じ水域でこの水域では冷水の南方への

進入は春から夏にかけて惹起すると言う事実を考えかハわけにはゆかかハと指摘しでいる0こうした

事実は藤森ら（19占9年）が作成した沿岸域の100m層水温年変化（19占5年～19日年）
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金華山押

図にはっきり現われてい

る。即ち晩冬から春にか

けて親潮系水が南下して

キ少，晩夏から秋にかけ

ては黒潮系水が北方まで

北上している○金華山沖

の場合と大洗沖の場合を

（増汎1954）比戟してみると，大洗の

最大は金華山沖より1ケ

12　　　2　　　4　　　6　　　8 10　　12　　　2　月

図4　平均水温珠算値（0－200m）

月早く，逆に最小は2ケ

月遅れて出現している0

このことは黒潮系水は南

から徐々に北上し，親潮系水は北から徐々に南下することを示噴するものであろう。これについて藤

森ら（1日9年）は襟裳岬から犬吠岬までの束北海区は水温副＼月が北から南忙向って遅れこれに

反し極大月は南から北に向って遅れる傾向にあることが注意されると論じている0

2．ステーションごとの季節変化
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ステーシすンととの季

節変化（図5）をみると

沿岸側上中膚は沖合側よ

り夏～秋（7～11月）

が暖かく，冬～春（12

月～△月）が冷たくその

温良差は冬～春の方が大

きい。これは陸と海の熱

許容量の差によることは

勿論であるがそれに秋季

親潮系水が沿岸沿いに南

下することが加味されて
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冬～春の汗1片側の冷めたさを出現し

夏から秋は沖合側と沿岸＝側の水温差が

少1度いのであろう。下層における水温

の推移を見ると秋～冬は沿岸側が冷め

たく，春～夏は沖合側が冷めたい0こ

れは秋～冬の冷水頼沿岸糾いに，春へ■

夏の冷水は沖合から来ることを示唆す

るものであろうD事実近年の観測結果

等からみても水温分布は秋～冬は内偵

東高を示し，春～泉（年別で8，7月）

は鹿島沖に比較的強い冷水塊が出現し

ていることが多いn

5．他海士或との比較

千乗水試（犬咲SE20浬点，40

月　～48年平均依）及び福島水試（塩屋
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図5　定点別層別平均水温季節変化

崎El O浬点，5占～45年平均値）

の資料より径月変化（図る）をみると

本県（大洗E20裡9～44年平均値）

沖の変化状態は犬吠SE20津点の変

化と非常に良く似ており，これは黒潮

系水の影響を受けることが大きいこと

を示唆している。しかし沿岸域にかけ

る変化（図5）は表層ほど塩屋崎E

l O裡点と良く似ておれ　親潮系水の

影響は沿岸側がより多く受けることを

示唆しているものであろう。

4．要約

過去の賀料から平均水温を実刑しそ

れを分析することにより，茨城県沿岸

にかける海況変化の幾つかの知見を得

た。
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1・水温の最大は水深

くなるに従って出現

の月が遅れ，又水温

変化の振巾も′トさく

をってレゝる。

2．10月頃から混合

膚が発達し．2，5月

温泉も厚く走力，表

層からこれが解消さ

れ夏季には成層を成

す0

5．各層間の勾配をみ

ると上層では8月が

最大で水架が深くな

るに従って最大の出

現月が遅れ勾配も／卜

さくなる。

150～2〔圧〝肌では

拾んど一定である。

4，平均勾配は8，9

月が最大で成層が一

番発達し，1～5月

が最小で混合層が厚

い事を示l変している0

5．上層に封いては

10～4月に逆転層

が見られる。

占・初夏には冷水の張

り出しが強く秋には

暖水の流入が強い。

乙　沿岸側は押合側よ

り夏～秋が暖かく，

冬「一着が冷たい。
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図る　他海域との平均水温径月変化の比較

－25一

息　秋～冬の冷水は沿岸沿

いに，春～夏の冷水は沖

合から来るのであろう。

鼠　押合は南部海況の影響

を受け，沿岸は北部海況

の影響を受ける○
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（45 ）

吾十 1 5 1 4 8 1 d 1 7 1 2

【
l

5 0

浬

T 14 T 12．15 T 15．14 S 9．28、29 T 14． T 12．15　　 L

l
j
F 7
】
】1
】
！
j

S　5へ4 8　2．姐 S　2．鼠2Z 28 S　鼠27 28

計 5 4 2 5 5 5
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7 8 9 1 U 1 1 1 2

S 15～21 S 15 ～18 S 15～17 S 14～12，28 S 15～1°．21 S 15′－15

25～4d

n d．19．2m

28～48

（15．28．引∴汀）

25～48

（：三二芸 ㍊二：三）

2エ55．54

58～4占

（17）

25．2占．50～40

（52．5る）

2d～29

54～46

（盈 5°）

2 8 2 5 2　0 1 7 2　2 1 8

T 15．15　 S　4 T 15～15 9　S lO～†7 T 11．14 T ll．T 14へS 5 T 11へT 15

9～21 S 5．4　9～18 25～亜

（三…：……霊 55〕

S ID′－18．2占 11′）18．21．25 S　4．11～15

25へ司る 26～48 27 55．54　■ 2占，50～舶 28－、29

（16．1鼠20） OD・15・28・51・57
58へ・46

（12．15・1エ）
（52．5°）

　 54～血も
佃 45 28・5日2）＿1

5　5 5 1 2　5 2 1 2　9 2　4

T 15．15．S　4 T 15～15．S　5． 9 で11．14 T ll．T14へ8 5 T ll～15

9～21 4．9一）18 S lO．～17 S lO～18．28 11～1°．21．25 S　4．1ト～14

25～4d 2占～46 25・－－4ふ 21 55．54 28■50へ4 8

8 2・58．41）

28～29

（1ム1収2 0） （三号莞 281 （：；霊 ミ：55J 58～4d

（12．15，17）

　 54へ4占

・＿些 竺阜墾 弘42）l

5　5 5 1 2　4 2 1 2　8
2 「 「

S　9′－21 S　9′－18 S lO～17 S ll～18．2d 8 11～18，21 S ll～15

25・－4i

（18・19．20 ）

24へ司占

（ミミ霊 28‘）

25へ48

（芸二霊 宝‘51、

　ノ

27二5まう4

58～48

（12．15．17）

25．2占

う0～48

（52．弘 41）

28～29

54～4°

（28，56．42 ）

5 2 2　6 2　5 1 8 2　5 1 9

T 15．15 T 15～15 T　 9 ℡11．14 で14へS 5 T 12．へ1 5

S　4．9～21 S　5．4．11～18 S lO～17 S lO～18 2d 11～1°　21 S　4．11～15

25へ－4d 28′・－46 25～46 】 27 5ま54 25．28　50■、4 28へノ二か

（仏 1鼠20） （15．28．51．5エ）
（芸霊 …：5う 58～48

（12．15・17）
（52．5ム41）

封へ4°

（n 4・S2a5占．収．）

5　5 5 8 2　4 2 1 2　7 2　5

S　9．25～4（i S 2占～44

（28．5 1．5 7）

S 25～4d

（莞 ミニ芸 ）

S 2占．2ユ55

三4．58へ・4 8

S 25．2占．50

54〔一48

（5占41）

S 2dへゼ9

54へdd

（2a 鮎．42）

2　5 1 8 1 占 1 5 1 4 1 4

、T 13．15

】8 4・

l

【

T 15～S4

ら
】
】 （S 2）

T 9 辟 4■

l

T l1．14へ8 5

57

T ll～15

S ニ14－ 」

5 5 1 5 d 5

注・…・（　）内は～内の欠測年，T…‥大正，S…・・昭和


